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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
昭
和

38
年
に
創
部
し
、
今
年
で
創
部

57
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
は

部
員
17
名
で
、
若
手
、
中
堅
、

ベ
テ
ラ
ン
と
幅
広
い
メ
ン
バ
ー

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
飛
び

抜
け
た
選
手
が
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
全
員
で
一
丸
と
な
っ
て

戦
っ
て
い
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

良
さ
が
最
大
の
武
器
で
す
。

　
全
員
が
揃
っ
て
活
動
す
る
機

会
は
限
ら
れ
ま
す
が
、
一
度
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
立
て
ば
年
齢
関
係

な
く
、
楽
し
く
、
そ
し
て
時
に

厳
し
く
、
日
々
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
、
厳
し
い
シ
ー
ズ
ン
を
送
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
ん

な
状
況
下
で
行
わ
れ
た
大
会
で

も
好
成
績
を
残
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
今
は
来
年
に
向
け
て

部
員
一
同
更
な
る
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
方
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

皆
様
に
明
る
い
話
題
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
声
援
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

主将(代表者)：
矢田部　光
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今
後
も
日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
方
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

皆
様
に
明
る
い
話
題
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
声
援
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

好球必打!!
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
昭

38
年
に
創
部
し
、
今
年
で
創

57
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
は

部
員
17

ベ
テ
ラ
ン
と
幅
広
い
メ
ン
バ
ー

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
飛
び

抜
け
た
選
手
が
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
全
員
で
一
丸
と
な
っ
て

戦
っ
て
い
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

良
さ
が
最
大
の
武
器
で
す
。

試合風景より
(得点シーン)

クラブ紹介
宇部興産
ソフトボール部

成
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
過
程

で
余
剰
分
と
し
て
排
出
さ
れ
て
い

る
熱
を
発
電
用
ボ
イ
ラ
ー
の
熱
源

と
し
て
利
用
し
ま
す
。
予
熱
装
置

か
ら
排
出
さ
れ
る
約
3
6
0
℃
の

排
熱
や
ク
リ
ン
カ
ー
ク
ー
ラ
ー
か

ら
排
出
さ
れ
る
約
4
0
0
℃
の
排

熱
等
を
使
っ
て
ボ
イ
ラ
ー
で
蒸
気

を
発
生
さ
せ
、
こ
の
蒸
気
を
使
っ

　
U
B
E
グ
ル
ー
プ
は
、
企
業
と

し
て
地
球
環
境
問
題
の
解
決
に
向

け
た
長
期
的
な
方
向
性
を
示
す
た

め
に
「
U
B
E
グ
ル
ー
プ
環
境
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
5
0
」
を
策
定
し
、

そ
の
中
で
「
2
0
5
0
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
80
%
削

減
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
今
回
は

C
O
²を
は
じ
め
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
の
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
中
の
一
つ
と
し

て
伊
佐
セ
メ
ン
ト
工
場
の
「
排
熱

発
電
設
備
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
排
熱
発
電
と
は
、
セ
メ
ン
ト
製

造
工
程
に
お
い
て
排
出
さ
れ
る
熱

を
利
用
し
た
発
電
方
式
で
す
。
セ

メ
ン
ト
の
主
要
原
料
で
あ
る
ク
リ

ン
カ
ー
を
製
造
す
る
た
め
に
は
、

石
灰
石
な
ど
の
原
料
を
ロ
ー
タ
リ

ー
キ
ル
ン
に
て
1
4
5
0
℃
で
焼

て
発
電
機
と
連
結
し
た
蒸
気
タ
ー

ビ
ン
を
回
し
、
発
電
し
ま
す
。

　
伊
佐
セ
メ
ン
ト
工
場
の
排
熱
発

電
設
備
は
2
0
2
0
年
1
月
に
稼

働
し
、
苅
田
セ
メ
ン
ト
工
場

（
2
0
1
5
年
1
2
月
稼
働
）
へ

の
導
入
に
次
い
で
2
例
目
と
な
り
、

発
電
能
力
は
1
4
，0
0
0
kW
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
般
家
庭

が
使
用
す
る
電
力
の
約
3
0
，

0
0
0
軒
分
の
電
力
量
に
当
た
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
発
電
に
伴
う

化
石
燃
料
の
使
用
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
年
間
5
万
ト
ン
、
苅
田
セ

メ
ン
ト
工
場
と
合
わ
せ
て
年
間
10

万
ト
ン
の
C
O
²を
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
U
B
E
グ
ル
ー
プ
は
、
よ
り
一

層
の
省
エ
ネ
、
廃
棄
物
の
利
用
拡

大
な
ど
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
、

C
O
²回
収
・
利
活
用
技
術
の
開

発
に
注
力
す
る
こ
と
で
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

排熱発電設備・タービン室内

排熱発電設備・フロー図

排熱発電設備・全景

(クリンカークーラー側)ボイラー

(予熱装置側)ボイラー

ロータリーキルン

タービン

タービン室

復水器

発電機

環境
安全
だより

環境
安全
だより

排
熱
発
電
設
備
で

　
　
　
C
O
²の
削
減
を
実
現

マ
ス
ク
着
用
・
手
指
消
毒
に
加
え

休
憩
所
等
の
３
密
回
避
を
徹
底
し
、

社
員
・
協
力
会
社
一
丸
と
な
っ
て

感
染
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
地
域
の
住
民
の
方
々
に
は
、
ご

心
配
も
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
無

事
に
定
期
検
査
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
感
染
拡
大
防
止
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

　
U
B
E
グ
ル
ー
プ
で
は
、
事
前

に
策
定
し
て
い
た
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
応
B
C
P
（
事
業
継

続
計
画
）
に
沿
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
予
防
を
徹

底
し
つ
つ
事
業
の
継
続
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
宇
部
ケ
ミ
カ
ル
工
場

　
定
期
検
査

　
宇
部
地
区
で
は
、
５
月
に
法
令

で
２
年
に
一
度
の
実
施
が
定
め
ら

れ
て
い
る
定
期
検
査
工
事
を
、
徹

底
し
た
感
染
防
止
対
策
の
も
と
で

行
い
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
多
く
の
工
事
関
係

者
が
集
ま
り
ま
す
の
で
、
検
温
・

●
株
主
総
会

　
６
月
に
実
施
し
た
第
１
１
４
回

定
時
株
主
総
会
で
は
、
例
年
会
場

が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
多
く

の
地
元
株
主
の
皆
様
に
ご
出
席
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

は
３
密
を
回
避
す
る
た
め
出
席
を

控
え
て
い
た
だ
く
と
い
う
異
例
の

お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
U
B
E
グ
ル
ー
プ
で
は
、
今
後

も
徹
底
し
た
感
染
防
止
対
策
を
継

続
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

〝
ト
ピ
ッ
ク
ス
〞

〝
ト
ピ
ッ
ク
ス
〞

〝
ト
ピ
ッ
ク
ス
〞

地
域
へ
の

社
会
貢
献

地
域
へ
の

社
会
貢
献

10
月
25
日
に
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
を
迎
え
、
宇
部
市
渡
辺
翁
記
念
会
館
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
防
止

対
策
と
し
て
、
来
宇
さ
れ
た
出
演
者
全
員
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
1
公
演

の
入
場
者
を
大
幅
に
減
ら
し
2
公
演
で
実
施
す
る

形
と
し
て
3
密
回
避
を
徹
底
し
た
上
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。

　
当
日
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
客
様
や
出
演
者
・

関
係
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
本
コ
ン
サ
ー
ト
の
入
場
料
収
入
は
宇
部

市
の
音
楽
文
化
振
興
の
た
め
、
全
額
を
寄
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
第
13
回
宇
部
興
産
グ
ル
ー
プ

　
　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

Ｑ
：
宇
部
興
産
機
械
株
式
会
社
で
製
造
す
る
射
出

成
形
機
は
自
動
車
や
家
電
の
部
品
を
製
造
す

る
機
械
で
す
が
、
材
料
は
何
を
使
用
し
て
作

る
で
し
ょ
う
か
。

（
ヒ
ン
ト
：
次
の
３
つ
の
中
に
あ
る
よ

　
①
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
③
鉄
）

　
正
解
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
様
に
ダ

ブ
ル
ス
ト
レ
ー
ラ
ー
の
ト
ミ
カ
を
進
呈
し
ま
す
。

締
切
：
2
0
2
1
年
3
月
31
日
㈬

発
電
所
：
６
号
発
電
設
備
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
）
定
期
検
査

　
　
　
　

２
０
２
１
年
２
月
18
日
〜
４
月
17
日

★
ご
意
見
・
ご
応
募
（「
写
真
」「
ク
イ
ズ
」）:葉
書
ま
た
は
H

　
P
を
ご
利
用
下
さ
い
。

葉
書
に
は
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
ご
記
入
の
上
、
下

記
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
:宇
部
興
産
㈱
宇
部
渉
外
部（「
翼
」編
集
室
）

〒
7
5
5-

8
6
3
3

　
　
　
宇
部
市
大
字
小
串
1
9
7
8-

9
6

●
ク
イ
ズ

●
定
期
点
検

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
紹
介
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介
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介
紹
介
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介
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介
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介
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介
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介

コ
ラ
ボ
グ
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紹
介

「
宇
部
興
産

　
ダ
ブ
ル
ス
ト
レ
ー
ラ
ー
」
ト
ミ
カ
発
売

ト
ミ
カ
発
売

い
車
両
で
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ

る
方
は
、
手
に
と
っ
て
独
り
占
め

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｕ
Ｂ
Ｅ
の
宇
部
セ
メ
ン
ト
工
場

と
伊
佐
セ
メ
ン
ト
工
場
を
つ
な
ぐ

「
日
本
一
長
い
私
道
」
と
し
て
知

ら
れ
る
宇
部
興
産
専
用
道
路
を
走

行
す
る
ダ
ブ
ル
ス
ト
レ
ー
ラ
ー
が
、

大
人
気
の
「
ト
ミ
カ
」
シ
リ
ー
ズ

（
発
売
元
：
㈱
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
）

と
な
っ
て
、
全
国
で
発
売
さ
れ
ま

し
た
。

　
ダ
ブ
ル
ス
ト
レ
ー
ラ
ー
は
全
長

約
30
ｍ
の
大
型
車
両
で
、
セ
メ
ン

ト
の
中
間
製
品
を
一
度
に
最
大
88

ｔ
も
載
せ
て
走
っ
て
い
ま
す
。

　
ダ
ブ
ル
ス
ト
レ
ー
ラ
ー
の
車
体

色
や
Ｕ
Ｂ
Ｅ
の
ボ
デ
ィ
ロ
ゴ
も
忠

実
に
再
現
さ
れ
て
お
り
、
ト
ミ
カ

と
し
て
は
非
常
に
大
型
の
全
長
19

㎝
に
も
な
り
、
迫
力
の
あ
る
出
来

上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
普
段
は
目
に
す
る
機
会
の
少
な
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